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巻頭言

見られるのは興味深い。
ここで問うべきは、このような（天理

教を信仰していない）「教外」研究者の解
釈に対して（天理教を信仰する）天理教
学者はどのような立ち位置を取ることが
できるのかという問題である。これらの
解釈に対して一信者の取る態度は比較的
明快なものだ。「彼は親神の存在を信じて
いない。」とか「月日のやしろの意味につ
いて全く分かっていない。」という信仰世
界の内側から声を発せればよいのである。

仮に、天理教の信仰を天理教学の前提条
件とするのであれば、そのようなものとし
て天理教学を営む者も同様の声を上げなけ
ればならないはずだが、そのような声が上
がったことはない。諸井の「2 つの机」の
エピソードが示すように、彼らは「教外」
研究者による論考をおそらく全く異なる机
の上でなされた研究と見なしてきたのでは
ないか。天理教学がその形成過程において
宗教学の影響下にあったことを考えると奇
妙な問いかけではあるが、そのような（閉
じた）天理教学は宗教学と再びの邂逅が可
能なのかどうかを問わなければならない。
それは、ネイティブ宗教学としての天理教
学の構築に向けての問いでもある。

この事例は、「トランス」や「馮依」と
呼ばれる現象を分析する心理学的、社会学
的ディスコースと言ってよいだろう。天理
教を信仰する研究者も他の宗教を研究す
る際、これに類する宗教現象を同じ視点
で分析するのであり、自ら信仰する宗教
について同様の視点から解釈することが
憚られるのであれば、それはどのような

（信仰的ではなく）学問的な理由において
なのかを考える必要がある。
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天理教研究においては多くの「教外」
の宗教研究者による研究がなされてきて
いるが、それらの研究を研究対象とする
メタ天理教学的な研究は全くなされてい
ない。「教外」研究者の研究に対して単な
る護教論的な反論ではなく、認識論的問
題に関連づけた議論が天理教学者の側か
らなされていないのである。

信仰者と研究者の間に生じる問題につ
いて検討するためには、「教外」研究者の
研究に見るディスコースを分析すること
が有効である。ある事例（研究論文の抜粋）
を紹介したい。教祖の「神がかり」につ
いて言及している記述である。

（１）

もし善兵衞がみきの要求を、どこ
までも拒み続けたらどうなっただろう
か。おそらく、みきは一しきり苦しん
だ末に、民俗＜宗教＞の通常のパター
ンに復帰せざるをえなかっただろう。
あきらめてひき返すということも、な
お可能だったのだ。みきにとってはそ
れがより幸せであったかもしれない。
心の奥ではそれを望んでいたかもしれ
ない。みきの神の要求を蹴ることが、
みきを守ることだったかもしれない。
しかし事態はそう進まなかった。善兵
衞は、けっして強く家を守るという意
志を貫こうとしなかった。善兵衞はみ
きを見捨てたとさえいえよう。それも
また、善兵衞とみきの関係のあり方の
運命的帰結だったと言うべきだろう
か。善兵衞が承諾してしまったという
ことによって、奇妙な事態が生じた。
みきは「神に貰い受けられる」ことに
なった。退路が断たれてしまったのだ。

著者の声があまりにも支配的な「著者
版教祖伝」と呼んでよい今や古典となっ
たこの論文において、そのタイトルに「神
がかり」という言葉があるにも関わらず、
神がかりなどなかったかのような描写が
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